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リニア中央新幹線静岡工区有識者会議について 

 

 

リニア中央新幹線静岡工区有識者会議（以下「有識者会議」という。）の開催

計画については、令和４年５月 27 日付「リニア中央新幹線静岡工区有識者会

議の開催計画について（回答）」において、貴県に回答したところです。 

これに対し、令和４年５月 31 日付「リニア中央新幹線静岡工区有識者会議

の開催計画について」において貴県から示されている以下の事項について、下

記のとおりとさせていただきます。このような形で速やかに有識者会議を開催

したいと考えておりますので、よろしくお願いします。 

 

 

記 

 
 
１．５つの事項について 

①会議は、透明であること 

会議は原則として公開で行うこととしますが、希少種の保護等に支障を及

ぼす恐れがある場合など委員から特段の指摘があった場合は、貴県の生物多

様性専門部会と同様、別途調整致します。 

 

 ②議題は、引き続き対話を要する 47 項目全てとすること 

  47 項目のうち、貴県の生物多様性専門部会において議論が続けられている

項目を対象としますが、令和４年５月 27 日付「リニア中央新幹線静岡工区

有識者会議の開催計画について（回答）」において貴県に回答したとおり、有

識者会議における具体的な議論の内容や進め方については、有識者会議の委

員よりご意見をいただくことを予定しております。 

 

 ③会議の目的は、国土交通省による JR 東海への指導とすること 

  令和４年５月 27 日付「リニア中央新幹線静岡工区有識者会議の開催計画

について（回答）」において貴県に回答したとおり、JR 東海の環境保全に関



 
 

する取組みに対して、科学的・客観的な観点から議論を行うことにより、JR

東海に対して指導・助言等を行うこととします。 

  

 ④委員選定は、中立公正を旨とすること 

  令和２年１月 30 日付「リニア中央新幹線静岡工区の進め方について」に

おいて貴県から示された「これまでの経緯を踏まえて、静岡県の見解を避け

ずに議論のできる人選とすること。議題に関連する省庁の専門家や県の推薦

者（専門部会長等）が委員として参加すること。水利関係者等地元住民の代

表者がオブザーバーで参加できること。」を満たす委員等の選定を行ってい

ます（委員構成は別添のとおり）。なお、貴県よりご推薦を頂いた県専門部会

の委員にもご参画いただくこととしております。 

 

 ⑤会議の長は、中立性を確認できる者とすること 

  会議の長（座長）は、有識者会議の委員の互選により選任することを予定

しておりますが、令和２年１月 30 日付「リニア中央新幹線静岡工区の進め

方について」において貴県から示された「JR 東海の設置した委員会や県の専

門部会の委員、利害関係者等を除くこと。」を満たす学識経験者を会議の長と

することを念頭に置いております。 

 

 

２．会議の長について 

会議の長は、有識者会議の委員の互選により選ばれることとなりますが、

次の要件に当てはまる委員を念頭に置いております。 

①生態学全般に知見を有する我が国有数の学識経験者 

②貴県の「南アルプスを未来につなぐ会」の役員を務めるなど南アルプス

の自然環境の保全活動に関与されている方 

③環境省の協力を得て推薦してもらった方 

④リニア中央新幹線について一定の知識を有する方 

 

 

３．環境省との調整について 

  有識者会議について、環境省から委員候補の推薦を受けるとともに、委員

名簿を示した上で、委員構成の確認をするなどの協力を得ております。また、

環境省には、有識者会議にオブザーバーとして参加いただくなど、必要な協

力を求めていきます。 

 

 

４．JR 東海への指導について 

  貴県のご意見の趣旨を踏まえて有識者会議を運営し、JR 東海に対して指

導・助言を行います。 



【別添】 

リニア中央新幹線静岡工区有識者会議 委員構成 

 

 ※順不同、敬称略。 

 ※今後追加があり得る。 

 

【委員】 

○ 德永 朋祥  東京大学 教授 

       （専門分野）地下水学、地圏環境学 

 

○ 大東 憲二  大同大学 教授 

       （専門分野）環境地盤工学 

 

○ 丸井 敦尚  産業技術総合研究所 地質調査総合センター 招聘研究員 

（専門分野）地下水学 

 

○ 中村 太士  北海道大学 教授 

         （専門分野）生態系管理学 

 

○ 辻本 哲郎  河川情報センター 河川情報研究所 所長（名古屋大学名誉教授） 

       （専門分野）河川工学、河川生態学 

 

○ 保高 徹生  産業技術総合研究所 地質調査総合センター グループ長 

       （専門分野）リスク学、地盤環境工学 

 

○ 板井 隆彦  静岡淡水魚研究会 会長 

       （専門分野）動物生態学（水生生物（魚類）） 

       （※静岡県生物多様性専門部会より） 

 

○ 増澤 武弘  静岡大学 客員教授 

       （専門分野）植物生態学 

       （※静岡県生物多様性専門部会より） 

 

【オブザーバー】 

  JR 東海 

静岡県、静岡市、大井川流域市町、 

  関係省庁（文部科学省、農林水産省（林野庁）、環境省）※建制順 

   

【事務局】 

  国土交通省鉄道局 


